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ム一品

関
西
大
学

一
O
O周
年
記
念
会
館

四
十
八
回

A
Z
 

一
万
円

四
十
八
回
全
国
大
会
を
、
平
成
七
ご
九
九
五
)
年
十
月
十
四

日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
関
西
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
で

い
た
し
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
ご

*
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
受

け
付
け
は
、

い
た
し
ま
せ
ん
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

三
、
研
究
発
表
会

日
時
十
月
十
五
日
(
日
)

一
、
公

ム古

十
月
十
四
日
(
土
)

関
西
大
学

一

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
五
時
ま
で

記
念
会
館

A 恥
A 

場

関
西
大
学

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

一
O
O周
年
記
念
会
館

日
時

(
〒
刷

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
|
三
|
三
五

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

由民一
A
叩の

O
六
|
三
八
六
|
三

O
O
八
)

大
阪
大
学
大
学
院
生

池
田
幸

氏

対
象
語
格
を
表
す
「
の
」
「
が
L

に
つ
い
て

と

木

野
治
之
氏

関
西
大
学
非
常
勤
講
師

本
有
理
氏

そ

の
こ
と
な
ど
|

ア
マ
マ

間
)
と
ア
マ
ヒ

関
西
大
学
教
授

木
下
正
俊
氏

同
志
社
女
子
大
学

吉
野
政
治
氏

*
会
場
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
紫
紺
」
に
て

-
喫
茶
出
来
ま
す
(
た
だ

午
後
の
部
(

一
時
よ
り
)

し
日

日
は
休
業
で
す
)
。

家
持
歌

受
を
め
ぐ
っ
て
|
公
任
の
場
合
を
中
心
に
|

高
岡
市
高
葉
歴
史
館

新
谷
秀
夫
氏

一一、

幸
時
作
歌

日

十
月
十
四
日
(
土
)

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
七
時
三
十
分
ま
で

学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部

影
山
尚
之
氏

全
国
大
会
開
催
要
項

五一



全
国
大
会
開
催
要
項

五
二

『
寓
葉
代
匠
記
』
と
「
俗
中
の
真

L
l契
沖
と
真
言
宗
の
言
語
観
|

高
原
ロ
ッ
ジ
(
宿
泊
)

愛
知
大
学

井

野

口

孝

氏

第
二
日

「
足
一
騰
宮
L

考

葛
城
山
頂
|
一

主
神
社
・
鴨
山
口
神
社
|
新
庄
・
柿
本
神
社
|

当
麻
寺
(
昼
食
)
|
平
群
谷
・
長
屋
王

邸
跡

l
m大
阪
駅
(
解
散

二
万
八
千
円

ー
一
分
・
伝
有
馬
皇
子

福
井
工
業
大
学

粕

谷

興
紀
氏

で
す
o
F
j
の

時
予
定
)

*
当
日
は

日
の
た
め
、
付
近
の
食
堂
等
は
多
く

予
約
を
受
付
け
ま
す
の
?
、
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

*
集
合
時
間
を

し
て
く
だ
さ
い
。

代
金

千
二
百
円

-
弁
当
・

左
記
郵
便
振
替
口
座
へ
の

だ
き
ま
す
。
綴
込
み
の

四

の
申
し
込
み

用
振
込
み
を
も
っ
て
受
付
け
さ
せ
て
い
た

十
月
十
六
日
(
月
)
J十
七
日
(
火
)

一
泊
二
日

用
紙
に

用
の
内
訳
を
明
記
の
う
え
、

け
女
子
大
学
教
授

清

原

和

義

氏

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O 

亮
尚
氏

梅
田
寸
ホ
テ
ル
阪
神
」
前
駐
車
場
(
民
大
阪
駅
か
ら
徒
歩
5
分
)

八
時
五
十
分

武

女
子
大
学
教
授

大

0
0九
二

O
ー

oー一
O
O九
九
四

万
葉
学
会
必
回
全
国
大
会

。
旅
程

申
し
込
み
締
切
り

*
た
だ
し
、

九
月
二
十
五
日
(
月
)

十
品
、

十
名
を
も
っ
て
締
切
ら
せ
て
い

第
一
日

た
だ
き
ま
す
。

梅
田
寸
ホ
テ
ル
阪
神
L

前
(
パ
ス
)
|
天
保
山
〈
〈
(
大
阪
湾
を
貸
切
船

い
合
わ
せ
先

港
(
パ
ス
)
|
住
吉
大
社
・
浅
沢
社
(
昼
食

)
i大
依
羅

神
社
!
大
和
川
・
石
川
合
流
点
i
穴
虫
越
え

で

) 

一T
刷
吹
田
市
山
手
町
三
|
三
|
三
五

頂
・
葛
城

関
西
大
学
文
学
部
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国
文
学
科

国
文
学
科

O
六
!
三
六
八
|
O
四
六
一

請
書
を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
・
八
十
円
切
手
を
同
封

の
う
え
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部

O
六
|
三
六
八
|
O
三
二
一

大
阪
市
営
地
下

里

「
北
浜
」
駅
へ
(
徒
歩
約
4
分
)
、
阪
急
千

れ
「
北
千
里
L

ゆ
き
に
乗
車
、

(
所
要

約
却
分
)

国
語
・
国
文
学
研
究
室
内
)

ー
四
条
河
原
町
L

駅
か
ら

阪
急
京
都
二
「
梅
田
」
ゆ
き
に
乗
車
、
「
淡
路
」
で
阪
急
千
里

「
北
千
里
L

ゆ
き
に
乗
換
え
、
「
関
大
前
L

右
①

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
所
要

約
印
分
)

今
回
は
、
特
に
致
し
ま
せ
ん
。

場
ま
で
の
突
通
手
段

阪
急
電
鉄
「
梅
田
L

駅
か
ら

地
上
へ
。
「

西
大
学
幼

駅
南
出
口
の

脇
の
門
よ
り
上
り
約
一

O

O
旬。
よ
り

阪
急
千
里
線
寸
北
千
里
L

ゆ
き
に

、
「
関
大
前
」

。

⑥
寸
大
阪
空
港
L

か
ら

空
港
パ
ス
「

R
新
大
阪
駅
」
ゆ
き
に
乗
車
、

そ
こ
か
ら
③
に
同
じ
。

(
所
要

約
却
分
)

(
所
要

約
品
分
)

②
照
「
大
阪
」
駅
か
ら

阪
急
鉄
「
梅
田
」
駅
へ
(
徒
歩
約
5
分
)
、

そ
こ
か
ら
阪

千
里

⑦
タ
ク
シ
ー
利
用

派
「
新
大
阪
」
駅
か
ら

「
大
阪
空
港
」
か
ら

西
大
学
ま
で
、
所
要
約
加
分
。

西
大
学
ま
で
、
所
要
約
泊
分
。

「
北
千
里
」
ゆ
き
に

③
照
「
新
大
阪
」
駅
か
ら

大
阪
市
営
地
下
鉄
御
堂
筋
線
寸
新
大
阪
L

駅
へ
(
徒
歩
約
3
分)、

、
「
関
大
前
」

。

(
所
要

約
刊
分
)

*
会
場
お
よ
び
会
場
周
辺
に

が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
ご

そ

く
だ
さ
い
(
た
だ
し
、
特
に
ご
希
望
の
場
合
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ

「
西
中

(
所
要

約
却
分
)

④
京
阪

「
北
浜
」
駅
か
ら

五
三
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:報告:

告致します。150-----153号)を0平成六(一九九四)年分の収支
報

出支入収

fr. 
Eコ570，000 .̂-

;z:;; 

通信

• 1，653，113 前年度

273，000 • 
等)

絡

• 
信催学会4，157，450 ム一品

300，000 

1，527，600 

316，567 • 

EP 471，731 会費外収入

113，437 -手数料消耗品

150，000 と

による

ソフトの

1，531，690 

1，500，000 

次年度

別途預金

6，282，294 合計6，282，294 合計

iお
!知
b 
iせ

五
/、

左
記
の
よ
う
に
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
在

ご
希
望
の
方
は

が
あ
り
ま
す
。

宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
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回
大
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市
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島
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内
二
丁
目
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!
五
清
文
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出
版
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員

五
七

宋 哲来 八碑→民国SeoulV特il別la川J咽'f'-I<':、
向相381現代 304 

高山 行 560 中市 日町2-5-54-202

武井睦雄 270-11我孫子市 子2-36-50

谷 口 孝介 305 つくば市 日1丁目202-207

曹 撤 351-01和光市本町12-36-105

土田知雄

野昌 弘

嘗山日出夫

浩文

原島悦子

福沢 健

船山博子

070 旭川市四区一条2丁目

184 小金井市中町1-13-18-315

631 奈良市一名6-1492

日野市三沢485191 
クレールハイムA305

247 市 一18-16

343 越谷市平方南町15-1
モアステ ジせんげん台B-505

108 東京都港区白金1-15-2-531

堀 博 669-11西宮市名塩南合 4丁目20-10

松尾 光 107 区北山 2丁目10-18

皆川洋子 157 田谷区粕谷1-16-2-501

壬生幸子 111 4口、区浅草2-27-9-402

宮 和人 700 
岡山 島南2丁 7-41

一 知 子 496 市鹿伏兎町西156

村上倫子 586 河内長野市木戸町679-14

村田右富美 590-01堺市鴨谷台 3了2-19-206

長 新 792 新居浜市阿島甲1015-272
新居浜第3住宅2-103

山崎 ト山市城山町2-5-30
司 323 グラント、ハイツ城山210号

吉崎和代 946 北魚沼郡小出町大字
国458 こまつ荘 1号室

渡辺隆 545 大阪市阿倍野区昭和町4-9-17

02-529-1809 

06-848-9540 

0471-85-4957 

0298-54-8684 

048-461-4322 

0423-86-2467 

0742-49-5202 

0425-93-8068 

0467-48-0741 

0489-78-5446 

03-3442-7158 

0797-62-1874 

03-3401-5392 

03-3329-3641 

03-3845-7565 

086-255-1752 

0567-31-0735 

0721-56-7834 

0722-92-4973 

0897-46-4151 

0285-23-2824 

02579-2-6811 

06-624-3974 
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話番号所住名氏

ム一品

0727-24-4724 箕面市桜井2-5-48562 恵幸田池

0424-91-4388 715-3 204 子延藤伊

086-253-9370 
岡山市津島新野1-7-20
金安アパート18号

700 代絹原

06-387-4940 吹田市南吹田 4丁目6-12-202564 子笑谷舘

0856-27-0275 田町1141-1二 699-36益田耕島中

08695-2-3692 佳 709-08岡山県赤磐郡瀬戸町
江尻旭ケ丘4-2-12由本西

086-255-5771 新野岡山市津島新野2-2-13
レディースマンション205700 麻志原一一

之 431-31浜松市笠井町865-1

・表示を含む)

市由比が浜3-9-12
エスパス由比が浜104

053-434-2908 智

(改姓・

下山

0467-23-5997 248 子武安

03-3454-5750 東京都港区三田 5丁目2-18-807108 子和吹伊

0722-91-5178 早 590-01堺市茶山台3-14-1智|
 
|
 
j
 

及

075-611-9613 

03-5951-4674 

区桃山町日向32-17

東京都豊島区雑司が谷2-15-7
アルペジオ302

612 

171 

史

彦

聖

靖

野

|
 
|
 !
 

058-295-1276 
岐阜市八代2-12-5
レジデンス大野106502 久登山

07458-2-3261 龍谷百合子 633-02奈良県宇陀郡榛原町
あかね台1-17-13

07442-7-9513 2丁目2-2634 昇井笠

045-845-6526 横浜市港南区野庭町33-6234 男和日

078-706-2351 区つつじが丘
4-8-1-3-601 655 也鉄森上

0734-62-7305 和歌山市直川1762640 也勝井北

0568-51-9322 春日井市白山町8-14-4487 亨釘

五
J¥ 

03-3292-4396 都千代田区猿楽町1-5-14101-50 集
次

12 

0722-61-2389 堺市浜寺昭和町5T627-2-102 592 雄虎谷渋

1-11-4 
11-504 227 里映木鈴



後

O
『
寓
葉
』
第
百
五
十
四
号
を
お
届
け
す
る
。
こ
の

号
に
は
、
昨
年
度
の
全
国
大
会
に
お
け
る
直
木
孝

次
部
・
井
手
至
両
講
師
の
講
演
二
題
を
官
頭
に
掲

げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
き
な
視
野
の
も
と
に
、

具
体
的
な
事
象
が
き
め
こ
ま
や
か
に
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
昨
秋
臨
場
の
感
動
が
よ
み
が
え
る
思
い
。

渡
瀬
昌
忠
氏
に
よ
る
身
崎
寿
『
宮
廷
挽
歌
の
世

界
』
の
書
評
は
、
暖
か
く
も
厳
し
く
、
最
新
の
寓

葉
挽
歌
研
究
の
情
況
と
問
題
点
と
を
浮
き
彫
り
に

す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
蜂
矢
真
郷
氏
の
語

末
索
引
稿
(
七
)
は
、
今
回
を
含
め
て
、
あ
と
四
回

で
完
結
の
予
定
。
語
末
の
あ
り
か
た
に
注
目
す
る

辞
書
類
の
先
駆
と
な
っ
た
労
作
、
そ
の
一
日
も
早

い
完
結
を
読
者
諸
氏
と
と
も
に
待
望
し
た
い
。

O
第
四
十
八
回
全
国
大
会
が
近
づ
い
た
。
会
場
校
関

西
大
学
で
は
、
木
下
・
神
堀
・
大
漬
諸
氏
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
研
修
旅
行

は
、
熟
慮
の
結
果
、
葛
城
山
頂
宿
泊
を
は
さ
ん
で

大
阪
南
部
と
奈
良
西
部
の
故
地
を
め
ぐ
る
旅
程
に

落
着
し
た
。
清
原
・
大
森
両
氏
の
案
内
を
心
待
ち

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
開
催
要
項
を
ご
覧
の
う
え
、

ふ
る
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

O
そ
の
ご
参
加
申
込
み
に
つ
き
、
今
回
よ
り
、
申
込

み
用
の
振
替
用
紙
を
綴
込
む
こ
と
と
し
た
。
会
場

校
で
の
整
理
の
煩
績
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
れ
ば

と

の

よ

ろ

し

く

ご

の

ほ

ど

を

。
(
村
田
正
博
)

O 
お

L、
。

1 

論
文
の
投
稿
、
・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

O
O

九

O
O
七

二

九

一

四

七

廿

学

会

L

あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

て
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

一
、
会
員
の
研
究
発
表
誌
と
し
て
季
刊
「
寓

葉
」
を
編
輯
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会
・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

便
番
号
五
五
八
)

3 

本
誌
既
刊
号
の

学

会

室

投

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
禽
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚

程

度

(

た

だ

し

「

黄

は

十

枚

以

内

)

と
す
る
。

室
内
(

ノ
¥

L々 

一、

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

て
本
会
に
代
表
を
置
く
。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を

-
発
行
は
編

は
返
却
し
な
い
。
採
否
法
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

く
こ
と
が
で
き
る
。
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平
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